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カカオペラ語 74 

それぞれの項目がどこで用いられる形であるかが配 (MS., American Philosophical Society, Phila-

されている． delphia) 

［怠考文献l Suttles, Wayne (vol. ed.) (1990), Handbook of 

Boas, Franz (1911），“Tsimshianぺ in F. Boas 

(ed.), Handbook of Ameバcαn Indian La1レ

guαges 1 (Bulletin of the Bureau of American 

Ethnology, Vol. 40, Pt. 1, Washington, D. C.) 

一一一一一（1912），“Tsimshian Texts”, Publications 

of the Americαn Ethnologicαl Society, Vol. 3 

(Leyden) 

Bright, William (ed.) (1992), "Penutian Lanｭ

guages”， I叫ernationαt Encycloped旬。f Li和

North Americαπ Ind句”s, Vol. 7: Northwest 

Coαst (Smithsonian Institution, Washington, 

D.C.) 

なお，ツィムシアン諮に閲するこれまでの資料につ

いては， クラウスとマガリ ー（Krauss and McGaｭ

ry, 1980）に鮮絢な記載がある．

［怠 照］ ツィムシアンUlt，北米インディアン諸

話

（笹間史子｝

guistics, Vol. 3 (Oxford University Press，カカオペラ語 孔西 Cacaopera

London) カカオペラ慨は，中米，エルサノレパドルのモラサン

Dunn, John A. (1979a ), “Tsimshian Internal (Morazan） 県のカカオペラ（Cacaopera ） やリスリケ

Relations Reconsidered : Southern Tsimshianヘ (Lislique）で話されていた， ミスマルパ鰭族に属する

in B. S. Efrat (ed.), The Victoriα Conference 言語である．

on Northweste1ｷn La1りuα.ges (British Columbia 1929 年のl時点では，カカオペラやリスリケで，老人

Provincial Museum Heritage Record, No. 4, たちによって絡されていたが， 1974 年には，わずかに

Victoria) .!j!.諮や勾を記憶している人が見つかっただけで，死語

一一一一 （1979b), A R司ference G1ｷammar for となった．

the Coαst Ts印!,Sh句” Langtiage (Canadian ［怠考文献］

Ethnology Service Paper, No. 55, National Campbell, Lyle ( 1975 ）， “Cacaoperaヘ Anthropo・

Museums of Canada, Ottawa) logicαt Linguistics 17( 4) (Indiana University, 

一一一一一ー （1979c), “Tsimshian Connectivesぺ In- Bloomington) 

ternαtional Journal of American Linguistics Comzemius, Eduard (1929),“Notes on the 

45( 2) Miskito and Sumu Languages of Eastern 

Hoijer, Harry (1946),“In trod uc ti onぺ in H. Nicaragua and Honduras”， Iηte1・national

Hoijer et al., L印.guistic Structures of Native Jourηαl of Ame1・icα，z L伽giiistics 5 

Ameバca (Viking Fund Publication in Anthro- Lehmann, Walter (1920), ZentγαιAmerikα 

pology, No. 6, Wenner-Gren Foundation for (Dietrich Reimer, Berlin) 

Anthropological Research, New York) ［多 照］ ミスマノレパ小符族，中米インディアン

Krauss, Michael E. and Mary Jane McGary 

(1980), AlaskαNαtive Languαges : A Bibliｭ

og1・叩hical Catαlogue, Part 1 : Indian Lαル

guα.ges (Alaska Native Language Center 

Research Papers, No. 3, University of Alaska, 

Fairbanks) 

Rigsby, Bruce (1967), “ Tsimshian Comparative 

Vocabularies with Notes on Nass-Gitksan 

Systematic Phonology" (MS., Albuquerque) 

Sapir, Edward (1916), Time Pe?・specti切れz

Aboパg印αt Americαn Cultuγe, A Study 仰

Method (Canada Department of Mines, Geoｭ

logical Survey, Memoir 90, Anthropological 

Series 13, Government Printing Bureau, 

Ottawa) 

Susman, Amelia (1940) , “ Tsimshian Materials”, 

務部

（八杉住総）

カッシー ト語英 Kassite，独 Kassitisch,

イム cassite 

［緩鋭］ 古代メソポタミアにおいて， パピロン

第 1 王朝 （別的、ハンムラピ王朝）の後を受け，若干の

中断をはさみながら，紀元前 1475 年から 1155 ~手まで

320年にわたって， パピロニアにおける最長の王朝を

樹立したjJ ツ シー ト人の雲隠．現在までのところ，系

統は不明である．

カッシート時代に，カッシート人が常に支配胞にい

たこと，カ ッシート人の特権階級が 'iii' に存在 したこ

と ， カ ッ シー ト人が圧倒的に多い人口比移を占めてい

たこと，などを示す挺拠は，まったく残っていない．

カッシート時代には， シュメーノレ絡による創作活動
が盛んになり，この時代のニッ プール ｛現名 Niffer,
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Nuffer）やウル（Ur）の遺跡からは，属大な量の粘土

板が出土しているが，国王銘辞の多〈は，シュメール

穏によって記録され，カッシート語のみで脅かれた記

録はまったく存在しない．現段階でのカッシート諦に

関する知識は，アッカド語訳を付記したカッシート人

名のリストと，次にあげるカッシート語・アッカド語

対訳の語集集から，間接的にうかがえるのみである．

［カッシート居・アッカド癌対訳語講集］ この語

葉集は，奥書によって， 48 項目からなることが明らか

であるが，最初の 2行以外は，完全に残存している．

左欄がカッシート語，右欄がそのアッカド語訳であ

る．アッカド語欄の d は，シュメール語 dingir 「神J

の省略表記で，神名の前におかれる決定詞である．

〔〕，「 1 は，欠損を，〈 〉は，補足を示す．

《表面〉

1 ）〔ba-ar・hu〕 〔da.・num〕「（天神）アヌJ

2）〔〕〔d］「en－，〔m〕

「（ V:i.メールの最高神）エンリルJ

3 ）草i命〕u dsin 「（月神）シシ」

4 ) sa-ab dsama8 

「（太陽神）シャマシユJ

5) su-ri・総 d8amas 

「（太陽神）シャマシュJ

6) ub-ri-ya・as dadad 

7) bu-ud-ba 

8 ) ma-rat-tas 

9) gi-dar 

10) ba-la 

11) ka-mul・la

12) su-ga-ab 

13) su-ga-mu-na 

14) dur 

15) su-gur-ra 

16) mi-ri-zi・ir

17) ma-aS-lJu 

18) da-ka-as 

19) da・gi-gi

20) i-lu-lu 

21) zi・in-bi-na

22) mi-ri-ya・必

23）加－ru-ub-na

24) ya-an-zi 

25) nu・la

26) ma・.Ji

「（雷雨神）アダッドJ

dadad 

「（雷雨神｝アダッド」

dninurta 「ニヌルタ神」

dninurta 「ニヌルタ神」

dgula 「グラ女神」

de・a 「エア神」

dnergal 「ネルガル神J

dnergal dnusku 

「ネルガル神，ヌスク神J

dnergal 「ネルガル神J

d尚・mal・ya

「シュマルヤ女神J

dgasan 「女神J

i-lu 「（男）神l

ka・＜ak>-ka-bu 「星J

samftG 「天」

samftG 「天」

zina 「？ J

er・号e-tum 「地J

h・a-ru 「風J

8ar-ru 「主」

基ar-ru 「王」

a-mi・〔lu〕 「人間J

カナウル語

2:1) me-Ii ar-[du] 「（男）奴隷」
《裏面》

28) ku・uk・la an-du 「（女）奴隷」

29）鋭・lu・lu pap-pu・4 「？」

30) na・鋭・bu ni-i-su 「人民，人々」

31) ma-ar-bu qaq-qa-du 「頭」

32) ba-mi-ru s←e-pu 「足J

33) sa-ri-bu se・e-pu 「足」

34) ya・su ma-a-tum 「国土」

35）総－rak mu-du・＇U 「知っている」

36）基ir qa・as-tu 「弓」

37) e・me a・等u・＇ll 「出るJ

38) na-zi 等il-lum 「陰J

39) ka-d鋭・man tu・kul-tum 「信額」

40) Sa官a-rak・6 nap-sa-ru 「和解する」

41) nim-gi-ra-ab e-te-rum 「救う，保護する」

42) u·・·Zi-ib e－七6・rum 「救う，保護するJ

43) bas-mar ka・m・SU 「庇」

44) si・im-bar li-da-nu 「若者」

45）基a-ri-bu tu-ul・lu-u 「？」

46）語im-di na-da-nu 「与えるJ

47) ki-[di]n ki-di-nu f保護を受けているJ

48) ni-(bi] kit-tu 「正義J

この語葉集にみられる神名， Ubriyas, Mara抗as,

Suriya8 は，それぞれ，ギリシアのポレアス（｛Jopea~＞
神，ヴェーダのマJレタス（Marutas）神，スールヤ（Sii

rya）神と比較され，そのことからインド・ヨーロッパ

系民族がカッシート人の軍事的支配階級を形成してい

たと考えられたことがあるが，仮説の域を出ない．

他の語集項目は，カッシート人の玉名や人名に頻出

する要素で，このことから，この語葉集の作成意図

が，日常ひんぽんに用いられる人名や固有名詞の理

解にあったことが窺知される．たとえば，有名な

kadasman-den-lil 王は，「エンリルを信額する（者｝」

と理解される．他の人名リストでは，やはり有名なパ

ピロシの王， Kurigalzu が Ku-ur-gal-zu として，

「カッシート人の牧者J と説明されている．

以上の限定された資料に基づいて，音索体系はとも

かく，文法体系を復元することは，現段階では望めな

し、．

ht考文献l
Kemal Balkan (1954, 19781), Kassite旬studien

1 : Die Sprache der Kassiten (Aus dem 

Tiirkischen iibersetzt von Fr. R. Kraus) 

(American Oriental Society, New Haven) 

［怠照］ シュメール語，アッカド語

（吉111 守）

カナウル語ヒシディー，英 Kanaur, Kanaur, Ka-



カナウル語 76 

n互war, Kanor, Koonawur, Kunawar, Kunawar, る ． 一方，シャノレマは，テボールaaについて， 「このグ

Kanaar, (LSI) Kana war; Kanauri, K孟nauri, ループの1也威は， カナム（Kanam）からフー （いずれ

(LSI) Kan五wnri; Kanawari, Kunawaree も ， フ ー・ タハシノレ）まで， ことに， リッパ（Lippa ),

［名称］ 言語名の自称は， Kanori白， Kanor- ジャンギ（Jangi ) , アスラン（Asrang), ラパン

ing; Knorin, K邑noriil Skad', Kanor話an首 Skad',

Kanoreanu Skad, Kanoring Skadd である．

現在， イ ン ドでは， 一般に， ヒンディ一路とカナウ

Jレ穏で， それぞれ Kinnauri, Kinnaurayanuskad 

と よばれている· ＊項では，伝統的呼称を採用した

が， いずれは，イ ンドでの↑rt用に従って， キナウノレ諸

と よぶべきであろう ．

［分布・方言］ 現在，カナウノレ絡の話されてい

る，インド北部， ヒマチャノレ ・ プラデシュ（Himachal

Pradesh）州のキナウノレ地方 （Kinnaur district） は，

東から西へ， ハンラ ン（Hangrang, Hungrang）・ サ

プタハシノレ， フー（Poo, Pooh [fu：）） ・ タハシル， モラ

ン（Morang, Moorang）・ タハシル， カルパ（Kaipa） ・

タハシノレ， ニチヤノレ （Nichar ） ・ タハシノレとサンラ

(Sangla）・ タハシノレの， 6 行政区分からなっている．

この地方の 77 か村（無人村を除 く ）の村ノィは， 140 キ ロ

メートルほどにわたって， この地方を分断して流れる，

サ トラ ジ（Sutlej, Satlaj, Satluj)Jl l とその支流である

スピティ（Spiti)Jll，ロパ（Ropa）川やパスパ （ Baspa)

川などの流械に点在している．

ベイ リ ー（T. G. Bailey 1909, 1911 ）は， カナウノレ1苦

を， 原準 （ Standard ）カナウノレ方言， 下 （Lower）カナ

ウル方言， チトカル（Chhi tkal）方言とテポール（The

bor, [LSI) Tibarskad）方言の 4 方言に分けている．

一方， シャルマ （D. D. Sharma, 1988）は， サラハン

(Sarahan, シムラ Simla 地方）の 3 キロメートノレ先

からモランまで， すなわち， ニチヤノレ ・ タハシノレと ，

チ トカノレ村， ラ クチャム（Rakchham, ＝ラ クシャム

Raksham）村の 2か村を除く ， サンラ， カノレパとモラ

ンの諸タハシノレの大部分， および， フー ・ タハシノレの

数か村で認されている言語を，キナウノレ語または様準

キナウノレ穏と し，両者には， 昔前l構造および形態構造

に，いくつかのめだった差異があるが， 基本的には 1

つのクソレープであると述べ，ベイリーの様準カナウノレ

方言 （＝上Upper カナウル方言） と下カナ ル方言を

区別していないが， カナウノレ結成の流戚こ．とに地域的

変災ーが認められる， と述べている． さらに，チトカノレ

語は， モラン ・ タハシノレのネサン （Nesang）村， クノ

(Kuno）村， および，チャラン（Charang） 村で話され

ている変革E と近い関係にあるとするが， ベイ リ ー
(1915 ） は，「これら 2 か村の住民は，線機カナウノレ絡

を含め，他のカナウノレffl.t方言とは非常に災なる方言

一一あまり異なるので， それは，カナウルの他のどの

地方の人kにも麗解されないーーーを諮・す」と述べてい

(Labang, Labrang），カナム（フー・ タハシノレ），サ

ンナム （Sunnam, ＝シャンナム Shunnam）， ナムギ

ャ（Namgya，フー ・ タハシJレ） とシャソ （ Shaso）の

glf村である」（1988） と述べ， この言語が， Z苦~的にも

桃造的にも，その地域のチベット諸方言にもっ と も近

いとしている． カナウノレ絡をチベット務方言と比較す

るのは適当でないが， テポーノレ認は， 日月らかに， カナ

ウノレ諸とは別の言穏である（→ヒマラヤ2昔話， ヒマラ

ヤ諸系）．本項では， 原雄IカナウJレ方言， 下カナウノレ

1J言をカナウル諮の方言とし，チトカノレ絡は， ベイリ

ーの言楽に基づいて， カナウノレ諮と同じ下位\ID誹の言

穏ではあるが， 別の言語としておく ．

標地カナクJレプi言は， サラハンの 3.2 キロメ ー トル

先（現在のシムラとキナウノレの両地方の境界）から，ジ

ヤンギ（モラン ・ タハシノレ）までのサトラジ川の流域で

話されているが，タランダ （Taranda， ニチャノレ ・ タ

ハシJレ）までは， 川の南岸でのみ揺されている．

下カナウノレ方言は，タランダまでのサトラジ川の北

岸で拐されている．この方言は， 様ii!!カナウノレ訟とあ

まり~わないが， コチ語（Kochi， インド語系）の単語

（借用鰭？）をもっとも多く使用するといわれる．

［人 口］ 1981 年の国勢調査によれば，キナウル

地方の全人口は， 59,547 人となっている．このうち，

そのほとんどがインド語系（Indic，インド ・ ヨーロ ツ

パ語系 Indo-European）の言語を話す下層カースト

集団（いわゆる指定カースト Scheduled Castes に分

類される）は， 全人口の 10.63 ノ宅一セントであるので，

おそらしこれを除いた残りの 53,200 人の大部分が，

カナウルJl.tかテポール語かチベット？.l.tのニャム（カッ

ト） 方言の話者であると忠われる．

1961 年の 人口関空Eに基づく母語別人口統計によれ

ば， ヒマテャノレ ・ プラデシュ州全体のカナウル諮話者
は， 45,379 人で， そのうちの 42,515 人が，キナウル

地方の住民である． キナウノレ地方のチベット人は 522

人となっているが， この数字は， 土活ーのニャム（カッ

ト ） 方言の話者をさすのか，近年にチベットから移住

したチベット人をさすのか， 明らかでない．

一方， ベイリ ー （1909）は，「キナウノレ地方は， パシ

ヤール （Bashahr）州にあるが，同州は， 3,800 平方マ

イ ノレの而fr! と 8 万 4千の人口がある． カナウノレ人は，

ほlま 2万人を数えるJ と述べており ， この数字をみる

と ， カナウノレ鰭絡者の比率が 4分の l以下であるが，

それは， 当H寺， キナウJレ地方がパシャーノレ球王国の一

部にすぎなかったからであろう．
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シャ Jレマ（19邸｝によれば，このキナウル地方の-::r~a

は，チベット ・ ビノレマ館系のチベッ ト訟のニャム（ jJ ':I 

ト）方言，および，ヒマラヤ概括のほかに，インドfflt系

の2a1tのさまざまな変組·（variety）が，下層カースト

集団であるハリジャン（Harijan， 不可蝕民）によって

話されているという．この変革Eは，シムラ地方の同様

な下府カースト民のそれに近しその持者であるハリ

ジャンは下キナウノレ地方に多く，上キナウル地方，こ

とに，ロパ（Ropa）， ギヤボン（Gyabong）とサンナム

のハリジャンは，テポーJレ路か，その地方の上層カー

スト集団の言語の地方~fill（方言）を話す．他方， 下キ

ナウル地方では，ハリジャンは，占禁準カナウJレ穏を上

手に話せるが， 自分たちのII日では，イ ンド務系言おの

変Niを常用するという ．

［系 統］ カナウノレ諮は， シナ ・ チベット語放，

チベッ ト・ピノレマ諸派の言・絡で，チベット穏と近い関

係にあるとされ，シェーファー（R. Shafer, 1966） は，

チベット締門（Bodie Division ） の西部ヒマラヤ踏系

(West Himalayish）の北西部（NW） 詩文に，ベネデ

ィ ク ト（P. K. Benedict, 1972） は， チベット ・ カナ

ウル／チベット ・ ヒマラヤ中核総計~（Tibeto・Kanauri/

Bodish-Himalayish nucleus）のヒマラヤ下位中核

諮静（Himalayish subnuclear group）！こ分類してお

り，｛也の学者も，下位際若手の名称がJRなる場合があっ

ても，一般に， これに従っている． 分類の詳細は，

「ヒマラヤ話系」「ヒマラヤ総務J の項を診照されたい．

なお，カナウJレUltの分布域の酋倒IJに位依するヒマチャ

ル ・ プラデシュ州の西部のクル（Kulu, Kullu）地方の

山村，マラナ（Malana, (LSI) Mal互na）村で話されて

いるカナシュ Jft (Kanash, [LSI ] Kanashi, ＝マラ

ニJa 〔LSI〕 Malani）は，その位低関係にもかかわら

ず，チトカJレ~Itと並んで，カナウJレ語と同じ下位総務

の2・wと考えられる．

カナウル誇は，比較的古くから西欧の学者に注目さ

れた言語であり，文法についての簡単な記述や認総集

などが公刊されてきた．特に，ベイリーの文法概略と

語袋は，比較研究にもっとも貢献した線単カナウル総

資料であったが，彼の袋記はきわめて複雑で， しか

も ， 苦悩の記述にあいまいな点が多いといった問題が

あった． カナウノレaztの琴iを合む『インドの古語淵ft』

(L伽.guislic S協同ey of Ind句）の第3 券， 第 l部

（略 LSI）は， ベイリー（1909） と同年に刊行されてお

り，テキストを除き， 音戸，文法の概説や話集は， ベ

イリーの資料とは異なっている．なお， 下カナウノレ方

言とチ トカJレ方言については， LSIのE出E様式に従っ

たベイリーの簡単な記述とわずかなお袋が， ベイリー

(1915）に収録されている．

その後， 1988 ＆手に， ょうやく，シャルマの『キナウ

カナウル語

Jレ3lt記述文法』 （A Descriptive Gγammar of K印・

偽αuγ）が出版され，カナウル穏についてのベイ リ ーの

記述の問題点のいくつかが，明らかになった． シャJレ

マは，カナウノレ穏にとどまらず， ヒマチャ Jレ ・ プラデ

シュ州およびウッタJレ・プラデシュ（Uttar Pradesh) 

州の西北部のほとんどのチベット綴方言とチベット ・

ピルマ務系言語の， ~紫体系，文法概税，詩集を鯛査，

発表している ． しかしながら，その後の調査によれ

ば，いずれも， 多くの誤記や誤櫛が含まれており ， あ

まり信額できない． また， カナウノレ諮の記述文法も含

めて，文法や文法概説は，いずれも肝心な線分が抜け

ていたり，記述があいまいであったりする．したがっ

て，以下に，シャルマの記述に従って，音在日，文法に

ついて解放するが，詳述は避け，概略を述べるにとど

める．

［音韻］

（記号：［ ］内l士宮ー声表記を，／ ／内は昔話l表記

を示し，（X）は X が任意的要紫であることを示

す． なお， ／ I Iま，特に鋲解を生じない場合は，
省略する. c は子音を， V は母音を，幹はUlf境

界を表わす）

';'fllfjの型は， （（C1)C1(C1) )V( : )(C‘（ C，））で表わさ

れる ． 最大の＇；＇.＇節は， C,C,C,VC，（例： ／sgyal／「路J)

か c.c,vc,c, （例：／priuk／「湿った」）で， 最小の音

節は， V（例 ： ／i／「 1 （連休形）J） である．

母音音紫は，基本的には，／i, e, a, a ［α］ ， :>, o, u/ 

の 7租である．ただし，／：＞／には，／a, a, u／と対立

する例はあるが， ／of と対立する例はない．なお，

/a／と ／of は，予測できる環境で奥古. ［：＞］をもっと

しているが，問題の環境については明示していない．

他方，／e／を含む｛也の母音・と対立する例がないだけで

なく， fay/ （ この協合は，方言的変異のようである）

や録音連続／ae／または／ahe／の融合形（例 ： ／say/

～／s－.；／「10」，／lahe／～／lae／～／1€／ 「日」）と解釈でき

る例を除くと，借用裕にしか現われない（－.；］に対して

は，別個の音紫とすることを，シャノレマは防総してい

る . ［：＞］ と同様に，［€］ も，／e／のJR古－の 1つにあげて

おり，借用務の土諸問化した発音では， （€］は，／e／で

自由におき換えられるとも述べている．

シャルマは，母音の長さの対立について，「~史的

発述で，たぶん／a／を除〈 ， すべての母音の長さは，

キナウル絡で有意的となっている．通常の発音では，

すべての母音の音質と持続（長さ）は，それらの前後の

音声的環焼によって影響を受けるJ と述べ， fa／ を除

いたすべての母音に，長母音の呉音（／一幹）を秘め， さ

らに， 同一母音辿続は長母音（V：） と解釈している．つ

まり，カナウル訟に，音声的長母音と音認1的長母音の

2部類が区別されるという意味であろうが，／u：／「;j~」
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のような場合，／u/ [u:] （実例があるかは不明）と ， 音

声的に違いがあるのかどうかは明らかでない．

同様に， 鼻音化母音についても，官－声的鼻音化母音

（／一［＋鼻音］）と音知的鼻古－化母音が区別されている

（例：／me／「火」，／me／「昨日」）．

なお，母音の長さと』制ま化は，飽分節紫と解釈され

ている．

すべての／V1VJ／または／V1V1/=/V1：／は母音迎

続（vowel sequence）であり，ニE母音はない．

子音音紫には， 表 1 の 32 租（と半母古· 2 草Ii）がある．

はっきりしない．例： ／ag/ [ak］「洞穴J, cf. /agu/ 

「洞穴の」）．この有戸閉鎖告の音備は，ベイリーの説

明で，もっともあいまいな点であった． このシャルマ

の記述lま，一部の絡にみられる語末有声閉鎖音と無声

閉鎖官・の交替が，マンチャト絡の場合（→マンテャト

語「古－韻」の 3 ）と同様に， 形態音飢的交替（mor

phophonemic alternation） である可能性を示唆して

いるが，本文中でのシャノレマの表況は首尾一l'.t してい

ない．たとえば，シャルマの紀述に従えば，「目」の

絶対絡形／mig／の災現形は［mik］で，属格形／migas/

の実現形は［migu］となるはずであり，この場合は，

l!It末の －g は，形態音紫（morphophoneme）か，／mig/

全体が一利の基底表示（underlying representation) 

と解釈できる（ただし，シャルマの分析は，伝統的な

音紫論に基づくものであろう）．しかしながら，同じ

ような交替の考えられない形容詞で，／teg／「大きい」

と／r;,k／ 「無い」（＝〔ベイリ ー〕 rlSkh ； おそらく，ヒ

ンディ一路方言からの借用 aa. cf. haugan）のよう

に， ／－g/ [-k］と／－k／に災ーなる表胞を与えている．こ

れが，カナウル絡に固有な諮と借用絡が区別される こ

とを意味するのか否かは不明である．この表記上の混

乱は， 務問／助ffilJfii司や活用路庖の表記の場合に幸子し

い．たとえば， シャノレマの把述では，人称接辞の 1

人称単数形は／－k／～／－g／で， 務飼／助動詞／to／の

1人称単数現在形は ／tok／～／tak／～／tog/, 1 人称

単数過去形は／teg／～／tokeg／～／tokek／ とな ってい

る． 一方，＂＇悶／助動向 ／du／の 1人称単数現在形は

/d山／～／dug/, 1 人称単数過去形は／duek/ (cf. 

3人称.lji数過去形〔普通体〕 ／due／～／dug/, 3 人事お復

数過去形｛普通体〕／dug/, 2 人称複数過去形［敬語体〕

/dugic／）である ． 交替形の一部は，方言形を表わす

とされているが，どれが地減方言形で，どれが標準カ

ナウル務内部の交待形か明らかでない（また，この有

声音と無声音の交替が形態管知的な交替であれば，椋

継カナウノレHlfの交千平規則は，方言にも通用する登然性

も向いと思われる）．しかも， 動間接辞や繋潤／助ifJ

洞にみられる交替のすべてが規則的な形態音飢的交替

であるとは考えられない（たとえば，表7 を参照）の

で，本演では，邸j間後辞や繋潤／助助詞の末尾閉鎖音

は，路末で有戸閉鎖tiと無J!T閉鎖音の対立がないこ と

を根拠に，有戸閉鎖t去をすべて無声閉鎖音で表記し

た．また，語末の閉鎖音・は開政（release）されない．

ita~1lでは，次の音節の扇子音が無気音であれば， 有

気音は無気-ti化する傾向がある．

語頭（ないしは音節碩）子？？結合には， C,C,-, C,C,ｭ

C,C傘C，－ の 3 種がある． c， は／s， 王／ に， C，は ／r,

w, y／ に限られる． ただし， 語頭子音結合は， サン
ラ ・ タハシノレやニチャJレ・タハシJレの方言ではよく維
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／早／と／fi／は， 路中にしか立ちえず， 機能負担泣

がきわめて低い．この 2紐の鼻音を除〈，すべての子

音は， 際政にも結中にも立ちうるが， 官再来（C，）には，

有気音（／ph, th, th, kh, ch, ch/), /z/, /h／， およ

び，／w／は立ちえない．

／き／は，反舌音のがIでは［寺］となる・例 ： ／pistiu/

[pi !) tiJJ］ 「背中」） . /r／の訳、官・としての［r］（猟き音）

が，ヒ ンディ 一緒からの佑・用時の場合， 教育のある

人kの発音に現われることがあるという ． なお， シャ

Jレマは，／き／と／z／を，少し反舌1￥的な （~1茎術協音

(slightly retroflex alveolar sibilant）としている．

結末，または， E居中の無声音の自iJでは， 無声音と有

声音の対立は中和され，いずれも，無声音として現わ

れる（ただし，この対立の中和は，閉鎖音の場合に限

られるのか，破際音， l康郎官ーの場合も含まれるのか，

、持
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持されているが， 線制カナウル方言では，失われてい

ることが多い．

1 ) C,C,-: /sp-, sb-, st-, s七－， sk-, sg-; zg-/ 

2) C,C,-: 

2 -i ) C,r-: /pr-, phr-, hr-, tr-, thr-, kr-, 

khr-/ 

2-ii) C,w-: /tw-, thw-, kw-, khw-, gw-, 

chw-/ 

2 ーiii) C,y-: /py-, phy-, by-, dy-, ky-, khy-, 

gyづきy-, hy-; my-, ny-, ny-; ry-/ 

3 ) C,C,C,-: /skw-; sky-, sgy-; ski-/ 

なお， ／ski－／の例は，／skli／ 「尿J のみで，この藷は，

ベイリー（1909） では， skoli と記録されている． カナ

ウJレ絡では， 介音 叫・ は， 一般に失われており，シャ

ルマの表況が正しいとしても，／ski-/ Ii例外である．

~／｝末（ないしは音節末） 子音結合 －C,C，の C，は，

/t, k, c, s, z／に限られているようである． 下にあげ

た子音結合ですべてを尽くしているか否かは，確言で

きない．

4 ） ・C,C,: /-nt， ・sk, -IJk, -rk，・lk, -kc, -IJC，・le ,

-ms, -IJS， ・rz/

カナウル諮の新旧の資料を比較すると， gu頭および

初来子音結合の数と級類には，方言差によるものにせ

よ， 個人差によるものにせよ， かなりのif!いがあるよ

うに忠われる．

シャルマは，ストレスもピッチも，示差的でないと

している．

シャルマは，母音のわたり音化（例： i→y, e• y,u• 

w), ~行同化 （例： m→n/nー）， 逆行間化（例： g→

k/_s ［無声化］ ; t• d/_ d ［有声化］），母音削除（例：

V→ゆ／ー普），母音·fifi入（例 ： 。→i/C_C）などの， さ

まざまな形態音錨変化をあげているが， いずれも，規

則が十分に形式化されていない． したがって，ここで

形態管飢規則をまとめて示さずに， それぞれの例に，

必要に応じて形態音抱l変化を示すことにする．

シャルマ（1988) Iこは， c/c, ch/ch, a/a, s/s など

の混同や鋲植が大変多く ， どれが正しい形式か， 明ら

かでない場合が多い． また，／sy／と／sy／ の場合，

~lHUiには／sy／のみを， gl}中では，／sy／と lsy／を

認めているが， 昔話i的には，同じものであるかもしれ

ない．さらに， 1つの絡にいくつかの語形をあげてい

る場合，それが， 棟計島カナウJレ~itでの交特形なのか，

｛也の方言形なのか， l~J らかでないこ とも多い．このよ

うな場合には， ベイリー（1909, 1910, 1911）やジョ シ

(T. R. Joshi, 1909） の文法続税や簡集も参照してあ

る．

［文法］
（略路： 1 /2/3= 1 人称／ 2人称／ 3 人称， lji=

カナウル梧

単数， 複＝複数，現＝現在，過＝過去， 米＝米来，

分＝分飼， 動名＝動名詞，不定＝不定詞；｛ ｝内

は， 形態紫または構造裂を示す. x• は， X のm

複形である）

1 ） 鰭順 カナウル絡は，チベット ・ ピJレマHH

系言語に典型的な， fillJ悶文末型であり ， 平叙文では，

〔主静目的~li-動詞（述語）（SOV）〕裂の言語である． 疑

問文も， 一般疑問文はこの語版に従うが，疑問詞を伴

う特殊疑問文の場合，疑問問は，通常，主動開の直前

におかれるようである．動開匂や名3司句の修飾~~憶

は，いずれも， 被修飾要紫の1liIにおかれる．さらに，

名飼勾内部の修飾婆紫の語版は，〔指示詞／属格代名

飼ー関係節~悶サ彰容詞〕である ． 主要名詞が2つの形

容伺をとる場合，色彩を表わす形容詞が後にくる．

do id gatoc suig pyac （その 1 小さい w~い

烏）「その 1羽の赤い小鳥」

zu aIJ thog ralJ （あれ私〔1jl. ・ 属格〕白い馬）

「あの私の白い馬J

hothoIJ-u deIJ tosis id gatoc pyac ( ｛木－｝if.格

上座る〔過分〕｝ 1 小さい刈）「木の上に止まっ

た 1羽の小n」（｛ ｝内は，関係節）

なお， 関係節は，現在分詞1診または過去分間形（シ

ヤJレマの完了分間形）をとるが，シャルマが関係節と

よぶものは， ここでは， 照応（ないしは相関）関係節と

見なしている．

hatia!) bato, hadoi bito. （？維でも来る〔3 崎1・

米〕 （b争←ban-) ？それ行く 〔 3 lji ・ 米〕｝「鋒・でも

来る人が行く」

2 ）代名洞化雪隠 カナウJレm.tは，すでに， 細か

い区別は失われているが， 基本的には， i!J詞が主Ultの

人称 ・ 数との一致を示す言語である． チベット ・ ピJレ

マ言語学では，このような動向の一致現象を，伝統的

1：： ， “代名洞化（pronominalization）”とよび，動向の

一致を示す言絡を， “代名洞化言問（pronominalized

Ian郡iage）”とよぶ．ヒマラヤ地峨のほとんどの官級

は，代名洞化官級である（→ヒマラヤ符誇「言語特徴」

の 4 ）. この呼称lま，これらの言語の人称・数接辞が，

歴史的に，人称代名詞の自立形から派生したとされる

ことによるものである．しかし，悩kの言語， 下位硲

群で，人称代名飼または人称緩辞は，改新（innova

tion）や水平化（levelling） などの結果，現在は，そ

れぞれの来源が3もなる例が多い． その上， 音飢変化に

よって，同定さえ困難な例もある． さらに，カナウル

拐の場合のように，おそらく， テンス ・ アスペク ト接

辞と融合した結果，人称援害事体系が，テンス ・ アスペ

クト体系と交叉している例も多い． なお， ヒマラヤ語

系では例外であるが，カナウノレ36のfilJJli司には， 主総だ

けでなく ， 目的？.lfの人称との一致を示す， 2租の接尽
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務｛－c｝“ 1 人祢／ 2人称”と｛－t｝“3 人称” があり ，

!f!IJ飼語根に， 直接， 付加される． この一致l主任意的の

ようであり ， 目的ftlf71' “人間”（または“有生”？）の湯

合に限られるようである．したがって， 3項動伺の場

合には，動詞は， nnm目的；mの人称と一致する . {-c} 

には， ／・c／～／・ci／ の交併形があるが，／－ci／は／d／の

前に現われ， それ以外の環境では，／・c／が現われる

ようである ．

ga ke-c-ok. （私〔ljl. ・ 絶対絡〕与える－ 2-llji ・

未《普通体》）「私はあなたにあげるだろう」
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dos khya・ci-t. ＜それ〔単 ・ 能格〕見るー1 / 2 - 3

単・過《曽田通体〉）「彼は私／あなたを見た」

ka khya-t-on. （あなた〔単 ・ 絶対格〕見る－ 3-2

lil. ・ 米《管通体〉）「あなたは彼を見るだろう J

3 ）能格と絶対絡 カナウルillHま，従来，分裂能

給言語とされてきたが， tm絡の用法（下述）について

は，まだ，はっきりしない点が多い （能絡のm例は，

以下の例文を 話会関されたい）．能絡と絶対絡の現われ

方についての記述は，あいまいである．

ベイリー（1909）は， !f!IJ作主絡〔自巨格〕 について，次の

ように述べている．

「一般的な規則では，自動詞に関しては，それ〔動

作主格〕は使用されない． 他動開に｜刻しては，｛也

llilJ詞の主総である:f!, rr司は，すべてのテンスにおい

て， ！＠作主絡である . 1 人称、と 2人称の代名問は，

主格〔絶対絡〕である. 3人称の代名問は，過去で

は動作主格であるが，それ以外では主絡である．

この規則は，厳密に守られず， 1人称や 2人祢の

人称代名飼に， 8!/J作主絡がみられる」

従来，このベイリーの紀述に基づいて， （ .it.ii\~）カナウ

ル務は分裂能絡型の言・ftlf とされた．

シャノレマ（羽田）は， 自動前lの主おは， すべてのテン

スで直格（direct case) （絶対絡〕であり，すべての

他動詞の主語は，過去では能絡であるとする．その一

方で，「 2つの目的諸をもつもの以外の， すべての他動

飼における一般的規則として，主語は，•／j~に， ll])J作主

格つまり能；絡であり，目的慨は，人間でも非人ltnで も ，

E絡（主格）である．しかし，この規則は， 1人称と 2

人称の代名詞の主総に｜刻しては，厳密に hられていな

い」とも述べている．また，二重目的語をとる場合，

主総は能格，！日1m目的wは与；絡で，直接目的2創立直格

〔絶対絡〕をとるという ．

しかし，下にあげた例文の能絡の用例をみると， こ

のシャノレマの隠述からはずれる例が認められる． ま

た，いわゆる直接目的犯でも，人間であれば，与格｛シ

ヤルマの対格・与絡）をとるのが， むしろ，普通のよう

である．したがって， fill絡の使用については，例外も

あるが， たしかに，テンス，品詞の組類（名飼／代名

間），人称などによる制約があるようであり ， 官E格標識

の現われプJのみを問題にする場合にのみ， カナウJレ諮

は分裂能裕宮nnであるとも言えよう ． しかし，カナウ

ノレ絡を含む，多くのチベット・ピル~111J系言穏では，

直接目的踏と nut妥目的2告が，その意味紫性やna用給的

特性によって，同じ格線識をとる（その場合，その意

味紫性には， “＋有生”や“＋人間”が合まれるのが普

通であり ， これらの紫性は， 間接目的穏に特徴的であ

る と考えられるので， ここでも， 問庖の絡標識を与格

標識とよぶ）．したがって， チベット・ビルマ符誇の類

型論では， fi~絡線機の現われ方に基づいて，能格型，

分裂能格型，対絡型などをうんぬんするのは，おそら

く，あまり意味がないであろう ．

カナウノレ絡では， 2人総と 3人称の代名詞，および，

（主務一致の）動詞人称緩辞によって，“普通体”と“敬

語体”の 2舗のスタイルが区別される（以下の例では，

代名飼と人称援辞のおのおのにはこの区別を採示せ

ず，文全体に糠示してある）．

4 ）文の租類 次に，平叙文（lii文． 複文，重文）

と特殊疑問文の伊jをあげておく．

( 1 ) zu au kim to. （これ〔i詳・絶対絡〕 私の〔単・

l高格〕 家〔絶対絡〕繋詞，〔 3 lji ・ 現〕）《普通体〉「こ

れは私の家ですJ

( 2) au sum riuz-a toe. （私の〔単・属格〕 3 姉妹

ー複繋伺，〔 3被 ・ 現〕）〈普通体〉「私には 3人の姉

妹がいる」

( 3 ) ga tero kim-o beo duk. （私〔lii ・絶対絡〕今

日自民ー於裕行〈 〔現分〕 繋飼s〔 1単 ・ 現｝）「私l主今

日家へ帰る」（b←←bi-)

( 4 ) bothauan-oc pathrau-a dac. （木一奪格〔於務

＋型車絡〕 策ー桜裕ちる〔現〕）《普通体》「木から業

が裕ちる」

( 5 ) yuthau rim thuk rim-oc teg to. （下畑上

畑一奪格｛於絡＋奪格〕 大きい繋悶，（3 lil. ・ 現〕）

「下の畑は上の焔よりも大きい」

( 6 ) mazausya rim zonu teg du. （中畑もっと

も大きい努伺z〔 3 ・ 現〕） 「瓦ん中の畑がいちば

ん大きい」

( 7 ) do kamalJ lanc du. （彼〔i弘 ・ 絶対絡〕 仕事〔絶

対絡〕 する〔攻〕 繋悶1〔 3単・現〕｝〈普通体〉 「彼は

仕事をする／している」

( 8 ) gas au bapu-palJ ci悦hi cemu duk. （私〔単 ・

能格〕私の〔単 ・属絡〕 おじー与格手紙｛絶対務1

~－J < （動名〕＋繋飼s 〔 1 lii ・ 現〕 “義務”）「私はおじ

へ手紙をのかなくてはならない」

( 9 ) dogos auu i kitab ranas. （彼ら｛複 ・ 能絡〕

私〔lii ・ 与絡〕 1 l1｝物｛絶対格〕与える〔 3複 ・ 過〕）
《普·i直体》「彼らは私に本を 1 冊くれたJ
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(10) ama-s anu chal)-u bikhari-parJ rano. （母ー

能絡自分の〔lli ・ 属絡〕 息子ー与絡乞食ー与絡与

える〔3単 ・ 過〕）〈普通体〉「母親は自分の，弘子を

乞食にやったJ

(11) ama chal)-U kheralJ StUl)C. （母〔単・絶対格〕

息子ー与格乳〔絶対絡〕飲ます〔現〕）「母親は子供

に乳を飲ませる」（stuu－ 「飲ませるJ ← tul)－ 「飲

むJ )

(12) thurennu hanto. （走る〔動名〕できる〔 3 lji ・

米〕）《敬語体》「（彼は）走る こ とができるだろう」

(13) auu khyam gyac. （私〔単 ・ 与格〕見る〔動名〕

＋欲する“義務” 〔現〕）「私は見るべきだ」（－m←

-mu） 〔この椛文では，主wは，与絡をとるようで

ある〕

(14) tuumu gya gya to. （飲む〔動名〕＋欲する

“願望”〔i©.分）＇繋飼a〔 3 lji ・ 現〕）「彼が飲みたがっ

ているJ

(15) do hat due. （彼〔lji ・ 絶対絡〕誰〔単 ・ 絶対絡〕

繋潤t〔 3 lji ・ 過〕） 〈普通体》「彼は識だったのかJ

(16) ki dilli・c alJUrJ tha kaiii. （あなた〔I見 ・ 絶対

格〕デリーー奪；絡私〔lji ・ ！瓦絡＋ “～のために（受

益）”〕なに〔絶対格〕 持 っ て来る〔2単 ・ 過〕）《敬

際体〉「あなたはデリーから私になにを持って来

てくださいましたか」（arJUrJ ← a1Ju+UrJ, ka- • 

kan-) 

(17) gas hatu lok. （私〔lji ・能格〕識に〔lii ・与絡〕

言う〔 l .!jl. ・ 過〕）「私は誰へ言ったのかJ (lo・←

Ion-) 

(18) kis gas-a ham ta ta dueii. （あなた〔単 ・ 能

絡〕衣類一複どこに位く〔筏分）＇繁絢1 〔 21巳・過〕）

〈敬語体》「あなたは衣煩をどこに訟かれたのです

ヵ、」

(19) dopa!J bi bi tetra dyar hacis. （彼〔I払 ・ 与

格〕 行〈｛過分）＇いくつ日なる〔 3 lii ・ 過〕）「彼

が行って何日になったかJ (dopa!J が与持をとる

理由は不明である）

(20) gas bio bio khyak. （私〔i巳 ・ fiE絡〕行〈〔現

分〕2 見る〔1単 ・ 過〕）「私は歩きながら見た」

(21) do kim-u sa早苗rJ se se bio du. いれ〔1ji ・

絶対絡〕家一属格錠＋送る＝錠をする〔援分〕’ 行

〈〔現分〕繋詞1〔 3 ・ 現〕）〈普通体〉「彼Ii家の戸締

まりをして出かけている」（se－ ← sen-)

(22) ka zu kamalJ Ian-ma, ga kanu pesa kek. 

（あなた〔lji ・ 絶対絡〕これ仕事〔絶対格〕するー

“条件”私〔単 ・ 絶対絡〕あなたに〔単 ・ 与務〕お金

〔絶対格〕与える〔 l lji ・ 過〕）「お前がこの仕事を

したら，私はお前に金をやった｛だろう）J

(23) ki ban-na, a!Ju le bannu pato. （あなた〔I誌・

カナウル語

絶対格〕来るー動間後辞“条件”《敏路体》私に（lji .

与絡〕も来る〔御J名〕＋ pa－（助動向）“強制” 〔 3 ・

未〕）「あなたが来られるなら，私も来なくてはな

らないだろう」（pa- ←pa-) （この総文では， 主語

は，与絡をとるようである）

シャ Jレマは，名詞，代名詞， 数詞，形容認， !fl1Ji!1司，

付加1悶（adjunct，高lj問）， 小間の 7種の品開を立て，

名問， 代名詞は災問類（substantive）に，数ITPH土形

容詞類に分類し， さらに，形容詞と付加l符は修飾洞

(modi自er）に分類している．

5 ）名 問 名問の複数形は，語幹に後尾辞／－ga

～－go（母音語幹）～ －a（子昔話幹） ～・（ V) : （後舌円唇

母昔話幹）／を付加してつくられるが，桜数の袋示は

任意的であり，／ti／「水」，／yume／「太陽J, /chwa/ 

「穀粒J などのー郊の非可算名詞や， 数詞で修飾され

た名詞は，通常，複数形をとらない．文中における名

飼句の統括関係は， JVJ i!司類，特に，祐助詞， ~a願など

によって示される . ；路線rot（絡助詞）には，

a ）能絡：／－as ～・is（子昔話幹） ～－s（母'ff-Ha鈴）／

b ）絶対格 ： ／・φ（ゼロ）／

c ）与格： ／－parJ （母音源幹）～・u （子宮·Jll幹）， -nu 

（複数語幹）／

d ）兵格＝能格

e ）珠；絡：｛属格形（無生，有生）＋/-kc/,/-dwakc/}, 

｛於格形＋／・cf}

f ）属格 ： ／・u ～ψ（／[V. ＋円唇］一）／

g ）於絡： ／－o, -no（複数語鈴）／

などがある（ベイリ ーは， 奪格標識を／・c／ではなく ，

/-c／としている．なお， c－ 系列と c－ 系列の弁別は，

あまりはっきりしないが， これが方言差なのか個人差

なのか明らかでない）．

次に，名洞の活用例をあげるが， 名詞は， 有生名問

か無生名詞かで， とりうる格接尾辞に制約がみられる

（表 2 を参照）． また，上述のように，非可~名詞には，

複数形はない．

6 ）代名詞 代名問は，人称代名詞，指示代名翻，

疑問代名問，再帰代名問などに分類される．いずれ

も，名詞と伺織に，数媛庖辞，絡接尾苦？：をとるが，~

悶のそれと~なる，独自の交替形をとる例がみられ

る ． また， t弘数，複数のほかに，双数が区別される．

人称代名詞（表 3 を谷照｝では， 1人称単数形／ga／～

/au／の務幹の交持・形が tu換形で，双数と複数に，そ

れぞれ，排除形と包括｝診があり， 2人称代名飼には，

叙称、形と敬称、形がある . 3 人称代名詞には， 指示代名

問を用いるが，複数形は，単数形の敬称、形としても使

用される．

指示代名問（若（ 4 を参照）には，近称（zu, h:izu 

「これ ；この」）， 述称〔可視域内〕（nu, h:inu 「それ ；
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〈表 2) カナウル鰐の名問の活用

〈有生名飼〉

子音務幹／rarJ／「潟J ill音路幹／mi／「人J

能キ在単 rarJas ロllS

被 rarJas m1gas 

絶対絡単 rarJ m1 

被 rarJa m1ga 

与格 li!. rarJu miparJ 

被 rarJanu m1ganu 

王宮格品i rarJudwakc miudwakc 

被 rarJanudwakc miganudwakc 

属格 lii rarJU mm 

ｷ& rarJanu m1ganu 

《然生名潤（複数形欠如）》

子音鰭幹／golcharJ/
母昔話幹／ti／「水J

～ ／golsarJ／「月J

能格 golcharJas tis 

絶対格 golcharJ ti 

与格 golcharJu tiu 

~~格 golcharJOC tiudwakc 

属格 golcharJU tiu 

於格 tio 

そのJ）と最迷称｛可視峨外〕（do, h;>tlO 「あれ ； あの」）

が区別されている．なお，逃~/Ji｝診と Iii巡祢形Ii， 話事宇

の形式が災なるだけであるので， 3人祢代名詞として

も多〈使用される， 1及活iぬi）診の活用のみを示す．

シャルマは， caiki 「みな｛人lll])J, cai 「すべて（非

人間）」， caiko 「誰でもJ, ide 「いくつか」などを，

く表 3) カナウル跨の人称代名飼の活用

《 1人称》

〔単数〕 〔双数〕

〈表 4 ) カナウル跨の指示代名問の活用

〈近称》

1i!. 数 双数 複数

能格 zus zunisis zugos 

絶対格 zu, h;izu zunis zugo 

与格 zuparJ zunisu zugonu 

奪絡 zu-dalJC zunisu-dalJc zugonu・darJc

属格 zu: zunisu: zugonu: 

於宇各 zor zoniso zogono 
・・・・・・ー ーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．，・ーーー・ー・・ーー ー・ー．，・・ー................・・..・・・・a・4・.......

〈最巡称》

lj！.数 双数 複数

liE 格 dos don is is do gos 

絶対格 do, h;id;i dogSUlJ dogo 

与格 dopalJ donisu dogonu 

奪格 deトdalJc donisu-dalJc dogonu-dalJc 

属絡 do: donisu: dogonu: 

於格 dor doniso dogono 

不定指示代名詞としてあげるが，いずれも，数詞とと

もに， 数公開とでも分類される踏であろう．

疑問代名問には， hat 「どれ， !lffi」とthad （単数形）

~ cad 「なに」がある． 前者・と異なり，後者には， 能

格形がないが，於格形(.Iii数のみ ： thado）がある点を

除けば，商代名問の活用は平行的であるので， 表 5 に

hat の活用のみを示す． 両代名詞とも属格形があるは

ずであるが，シャルマはあげていない． おそらく，人

称代名詞と平行的に（hatu: , hatesurJu:, hatenu：） 活

用するものと思われる．

疑問形容詞と疑問自1jg可には， hamsya 「どの（努

〔 複数〕

排除 包括 排除 包括

uE 絡 gas nisis kasalJas IlllJOS kasarJas 

絶対格 ga nisi kasalJ m!Ja kasalJa 

与格 alJU nisu kasalJu mlJanu kasalJanu 

奪格 arJ-dwakc ni~u-dwakc kasalJu-dwakc nilJanu-dwakc kasalJanu・dwakc

属格 alJ nmu kasalJu mlJonu kasalJanu 

<2 人称〉

[ li!. 数〕 〔双 数〕 〔：複 数〕
親称 敬称 忠t 称 敬称 親称 敬称

能格 kas kis kanisas kisis kanegas kinas 

絶対絡 ka ki kanis kisi kaniga kina 

与格 kanu kinu kanisu ki5u kaneganu kinanu 

奪格 kanu-dwac kanu・dwac kanisu-dwac kisu-dwac kananu-dwac kinanu-dwac 

属格 kan kin kanisu kisu kaneganu kinanu 



｜の活用

複数

zugos 

zugo 

zugonu 

zugonu-daIJc 

zugonu: 

zogono 

複数

<logos 

<logo 

dogonu 

dogonu-daIJ主

dogonu: 

dogono 

れも， 数詞とと

ろう．

':: thad （単数j診）

，後者には，他

1do）；がある点を

るので， 表 5 に

属格形があるは

． おそらく，入

札 hatenu：） 話

!lsya 「どの OH

括

。as

.IJa 

.IJanu 

.IJanu-dwakc 

.IJanu 

敬称
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83 カナウル跨

〈表 5) カナウル路の疑問代名飼の活用

（例 ： hat)

.Iii 数 双数 複数

fl~ 絡 hat hatesuIJ hate 

絶対怖 hatas hatesuIJas hates 

与~ hatu~ hatpaIJ hateSUIJU hatenu 

~i 6併を hatu hateSUIJU hatenu 

セlJ」， hamse 「どの （女性）J, ham 「どこにJ, hamc 

「どこからJ, hala 「どのよう にJ ; tetra 「いくつ，ど

れだけJ, teraIJ 「いつ」などがある．いずれも， 疑問

代名問の語幹か孤立話幹／te－／に，派生接尾辞（と格

助詞）が付加された形式であるか， 元来その形式であ

ったものと思われる．

w約代名詞は， 1 人称111数形（ga:i）および3 人称形

(1ii1!<／桜数 anisi）以外は，いずれも ， ｛人称代名詞属

絡形＋／・i/+/-si／｝の形式である． なお，別個の双数

j修はなく ， anegesuIJ 「互いに」を-lll.!JIJする ．

7 ）数詞 数例は， ネパーノレのチベット・ピル

マJ(t系言穏では，マナン跨，タカ リ穏などの一部を除

けIf，その多くが， せいぜい 10 位までしか，固有の

形式は放されておらず， 1也は， ネパール預からの借用

,flfでおき娩えられているが， カナウル穏をはじめ， ヒ

マラヤ路系のま苦言絡は， 100 依まで， 形式がよく残さ

れている．カナウル~lfでは， 1,000 (hazar, cf. ヒン

ディ －~ft hazar）以上の数日司を使用することはまれで

ある ． 必要な場合は，アーリア（イン ド） 鰐系 (lakh

「 1 万」， karor 「10 万」）か，チベット紡系（staIJ, thi) 

のmm誌を使用する． 数詞は， 「 lj から「10」 まで

の指数と，「lOOJ，「1,000J を基本数詞とし，その他の

1!<3·1は， i英語系の日本J!fの数詞と閃織に， この基本数

ゐ！およびその結合形を組み合わせてつくられる． な

お， 部分的ではあるが，「30」， 「40j，…，「90」 などの

治，flt法に 20 進法が認められる点は， 一部のヒマラヤ

地域の言語と共通しているが， 20 に特別な形式はない

(l'r 治：j診は，下線で示してある）．

〈基本数詞〉 「 1 」 .！£， i-, -hid, 「 2 」 豆~. ni-, 

「 3 」 E旦旦， -rum, 「 4 J E主， pa-, 「 5J IJa, 

「 6 j 包E，・ruk，「 7 J stis， 「 8 」 ray， 「 9 j

笠旦~. sgu， 「10」竺y_, si-, so ~ zo, sa ~ za, 

sa, si，「100」 ra

〈その他〉 「11」 sihid, 「12」 sonis, 「l3j

sorum，「14」 sapa：，「17」 sastis， 「20」 niza,

「26J nizotuk, r27 J nizostis， 「30J nizo・say

({20-10｝）， 「31J nizosihid， 「33J nizosorum, 

「40J nis-niza ( { 2-20｝ ），「50J nis-nizo・say ({ 2 

-20-10｝），「60」 sum-niza ( { 3 -20｝）， 「70」

({4-20｝）， 「90J pa・niza-say ( { 4 -20-10}) 

なお， 基本数制では， 無声 ・有J!:rの交替や N～／r/

の交替に， ある程度の規則性が総められるが，上例か

らも明らかなように，一般的な形態管級規則を立てる

こ とはできない．

序数詞は， omsya 「第 1 」， aisya 「第 2 」， sumsya

「第 3」以外は，基数詞をそのまま使用する．

8 ）形容間 カナウノレ諮の本来の形容詞｛例 ：

teg 「大きい」， raIJk 「高い」， dam 「よいJ, nug 「新

しいJ, kag 「苦い」， !is 「軍事いJ, rag 「紋の」）は，

比較的，数が限られているようであるが， こ のほか

に， 形容詞的繊能をもつものとして， 現在分詞｛例：

yab-o 「飛んでいる」＜ yab-), 過去分詞（例： si-sit

「死んだ」＜ si-, ci-sit 「洗った」く ci－）を含む出動形

容制や，その他の派生接尾辞による出名形容詞（例 ：

kra-sya 「毛深い」く kra 「（顕）毛J, cha-si 「極味

のJ く cha 「滋J ; tiskar-as 「渇いた」く tiskar 「m

き」 〔ti 「7JcJ+skar－「i!J ＜」〕）などがある ．

なお，これらの派生形容詞のみならず，本来の形容

詞も，名問的機能をもっており， 逆に， WJ名詞には，

形容詞的機能もある．このように， 形容詞と名詞のりE

!f{.が明瞭でないのは，チベット ・ピJレマ諸~frに広くみ

られる特徴と思われる． なお，シ ヤノレマは，上例中の

kra-sya の ／・sya/ ＜～／－zya／）を，派生名詞の項で

は，名詞のみならず動向にも付加されて， 動作主名飼

(agent noun) （例 ： Ian・sya 「する人J <Ian－ 「す

る」， desaIJ-sya 「村人」＜ desaIJ 「村」）をつくる派生

後尾苦手と規定している．ベイリーは，この接尾君事によ

る派生動開を， 動作主分詞（agentive participle）と

よんでいる．

シャルマの動詞の分析は， lまlま，ベイリー（1909）に

従っているようである．

9 ） 動 初 動詞は， 自動潤と 1也動詞に分けられ

るが，チベット ・ピJレマ諮系に広〈箆められる， 話機

の初頭子音の祈戸 ・ 無声の対立による，自動詞 （有／1I

1'f）・｛也動詞（無声音｝ の区別がJ~されている動開路線

はわずかである．

自動詞 1也J!IJ悶

bar－「燃えるJ

bra－ 「広がる」

bas－ 「羽lれる，砕ける」

don－ 「出る」

doIJ－ 「聞く J

par－ 「燃やす」

pra－ 「広げる」

pas－ 「割る，砕く J

ton－「IiiすJ

toIJ－ 「開ける」

同様に， わずかではあるが， 自動詞あるいは他動飼

が， 古い接頭苦手 ／s－／ によって伎役動詞となっている

例がみられる．この形態論的過程も，すでに， 非主主産

的な過程である． 現在の生産的な伎役動詞は， ｛動名

sum-niza-say ( { 3-20-10} ), 「80J pa-niza 飼j修＋／sen－／「送る」｝の複合動悶の形式をとる ．
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ama cha!Janu kheralJ StUIJC. （母〔lli ・ 絶対格〕 繋詞は， ill!J~司の複合形で助動詞として用いられると

子供たち〔：桜 ・ 与格〕乳〔絶対格〕飲ませる〔現〕） 「母 き，通常， ／to／が 1 ・ 2 人称と 3人称（敬語体）およ

が子供たちに乳を飲ませる」 び有主主主語の場合に， ／du／が 3 人称（普通体）およ

do tosirn seto. （彼〔単 ・ 絶対絡〕座る〔却j名〕送 び非有生主総の場合に使用される．この 2つの繋飼
る〔 3 lji ・米〕 “伎役”）「彼を座らせる」 （se－← は，表 7 のように活用するが，いずれにも未来形はな
sen-) く，繋洞， /ni／の未来形で代用される．

定形動詞 om斡＋テンス接対＝（＋人称・数接辞）｝に 鋭Jl!司の現在形には， 次の符形式があるが，用法に差

は，現在，過去，未来の 3 つのテンスと主務の人称 ・ ff.,があるか否かは述べられていない．

数による変化がみられる（表6 を参J!日） ・ それぞれのテ a ）単純現在形 語幹に， ／－c／～／・t/u {si, ci｝一）
ンス形には，単純形と複合形があり，“現在”および を付加してつくられるが，人称 ・数による活用はない．

“過去”の単純形には，いずれも，人称 ・ 数による変 zac 「食べる，食べているJ , wac 「笑う ，笑って

化がない． 復合形（迂言形）は，動洞の分詞形に 2租の いる」（wa－← wan- ), tosit 「座る， 盛っている」

繋飼のいずれかを加えてつくられるが，その際，繋詞 b ） 複合現在形には， 次の 2種がある．

は，テンスおよび主語の人称・数によって活用する ． i ） 現在分詞形に，助動飼／to／ または ／du／の活
上述のように，シャルマは， さらに 2組の目的諸一致 用形を付加してつくられる形式．

の動詞人称接尾辞／・c／ “ 1 人称／ 2 人称” と／・t／“ 3人 bio tok 「私は行く，私は行きつつある」

称”をあげている． ii ） 単純現在形に，助動詞 ／du／の活用形を付加し

〈表 6) カナウル搭の人称・数後辞

単数 双数 復数

1人称包緒形 -k -m~－e 

排除形 ・6

2人称 f!f通体 ーn

敬語体 -ii -c 
3人称普通体 ーや～－t

敬語体 ・5 -s 

〈表 7) カナウル跨の繋悶の活用

車Z詞， /du/ 

現在形

司自～－e

-c 

・6

-s 

てつくられる形式．

yabc du 「（応が）~ぶ，飛んでいる」

動詞の過去形には，次の格形式がある．

a ）単純過去形には，次の 2種類があるが， i lま，

諮し手がi直後観祭したzti:象である こと を， ii は，伝聞

によってのみ知る事象であることを示すという . ii 

は， 一般に， 逃過去の事象をさす．

i ） 動詞語幹に， 表 8 のテンス／人称・数接辞，ま

たは， そのいずれとも自由に交替する不変化接税

過去形

〔普通体〕 | 〔 敬絡体〕

人称

〔普通体〕 | 〔敬語 体 〕
i見数双数複数 lii数双数複数 単数双数複数 ｜ 単数双数複数

1 排除 duk due due 

包括・ due 
duel王 duec duec 

2 dun due due dun dun dun duen duec duec duei'i dugic 

3 du du du dus dus dus due~ due duk dues dues dues 
duk 

~潤， /to/ 

現在 J修 過去形

〔普通体〕 （敬総体〕 〔普通 体〕 〔敏絡体 〕

人称 単数 双数複数 I位数双数 複数 品i数 双数 複数 単数 双数 複数

1 排除 tok~ toe toe tek~ tee~ tee~ 
tak tokek tokec tokec 

包扱 toe tic toke toke 

2 ton toe toe tin ton~ tin ten~ tes~ ten~ ten~ ten~ ten~ 
tin token tokec tokec token token toke百

3 to toe toe tos tos tos tos~ toe~ tes~ tes~ tes~ tes~ 
toke toke toke tokes tokes tokes 



るが，用法に差・

-t/ u { s i，さi｝ー）

；る活用はない．

「笑う ， 笑って

), IiっているJ

る．

たは ／du／の活

コあるJ

活用形を付加し

る」

る．

あるが， I は，

を， i i は， 伝llH

示すという． ii 

．称 ・ 数m辞， ま

iする不変化篠宮宇

総 体 〕

奴数 複数

dugic 

lues dues 

語体〕

t数複数

m- t en~ 
>ken token 

?s~ tes~ 
okes tokes 

’‘ー句、 軍R 0/ ノJ J ソル柑Cl）単純過去形人称 ・ 数t妾辞

〔敏郎体〕
ヰι覧λ 千且数 単数 複数

1人称 -k ・6

2人称 -n -c -ii ・6
3 人称 ーO《w•a--s【d ・5 -s ・5

-e~t--da 

/si t／を付加してつくられる形式．

普通体の 3人称.1ji数形の泉形態は， それぞれ，次

のような条件で現われる．

(-o/{[V, ＋前舌］， IJ｝ー， ② －a/C＿，③吋｛さi,

si｝一’ ④ －e/{ci, si｝ー（③と自由変異）， ⑤ ・t/a一’
@ -da/n一

lok 「私が言った」， zat 「彼が食べたJ ; isit 

「尋ねた」

ii ） 動詞議事宇に，不変化媛辞／gyo／を付加してつ

くられる形式．

ci-gyo 「洗った」

h ）複合過去形には，次の 2組類がある． i は，不

定過去で， ii は，過去における動作の継続を示す．

i ）援続分認に， 助動飼／du／または／to／の過去

J移を付加してつくられる形式．

ZalJ bannu gya gya due. （ここ 来る〔却j名〕 欲

する〔援分〕’ ~fr.1 1 〔 31\i ・ 過〕）「彼はこ こへ来たが

ったJ

ii ）現在分詞に， 助動詞／du／ または／to／の過去

形を付加してつくられる形式．

tulJO due 「彼は飲んでいた」

未来形は， i単純未来形と桜合未来形があるが，桜合

...！，；来｝診は， 未来日寺における励作の継続を示す．

a ）単純未来形 !lllJ ff司の路線に， 表 9 の接広務①

または②を付加l しでつくられる． ②は，／－ci／～／・si/

に終わる動詞語幹に付加される． その際， 動詞fflt幹末
の／i/ Iま消去される．

bitok 「私が行くだろう 」， husok 「私が学ぶだろ

う」

なお， これらの接尾辞は，テンス接辞，人称 ・ 数接

降などに分析する こ とが可能である ．

h ）複合未来形 現在分間形に， 助動向の未来形
/nito／を加えてつくる．

tUIJO nito 「彼は飲んでいるだろうJ

動詞の否定形は，その意味が否定される動詞の JiiJ

に，否定苦手 ma- を付加する（例 ： makeo 「彼は与え

ないだろうJ） . 否定の未来形は， maza 「彼は食べな

いだろう」 （cf. zato 「彼は食べるだろう 」）， makek 

r;i;.i.は与えないだろう」（cf. ketok 「私は与えるだろ

う J）のように， いずれも縦約される．
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1排 -tok -toe 

包 -te～ ・te～
-tic -tic 

2 -ton～ ・toe -to在 -tin -tic -tic 
-tan 

3 開to -to I -tis -tis -tis 
一一一山・・・・・・・・・・ーー・・・・・ーーー・・・・・・・・・ーーーーー一一」L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一”“一······ － · ·······“一一

〈未来接尾辞②》

| 〔普 通体〕
単数双数複数

-oC 

包一 -ic -ic 

〔敏 2母体〕

単数双数複数

2 -on～・oc -oc ーiii -ic -ic 
薗an

3 -o -o 帽is -is -is 

疑問法は，一般疑問の場合には， 文＊illJ悶， 助政JJ司
（繋悶を含む）に，疑問助詞／－a／～／－ya/ （非円唇母音

の後）～／－wa/ （円容母音の後）が付加される． なお，

特殊疑問は， 上述のように， 疑問調で表示される．

khyan-a 「あなたは見たか」

bad a-ya 「彼は来たか」 （ha－ ←ban-)

keto-wa 「彼は与えるだろうかJ

命令法は， いずれも， 動詞ID根に接尾辞を付加して

線示され， -tr通体と敏3語体が区別される．
a ）普通体

単数 ： ／－o/ （非向母音の後）～／－u/ （高母音の後）～

／ψ／(JCー）

複数 ： ／引（／Vー）～／・ic/(/Cー）

b ）敬語体 ： ／－n/(/Vー）～／ーin/(/C一）

ceo rmけJ, byu 「行け」 （y ← i), no: (o: • oo), 

th as 「聞けJ, khyac 「おiitrたち，見ろJ, tosiii 

〈敬語体〉「お~りください」

否定の命令形（“然止”）は， 動詞諮尽に接頭静 ／tha-/
を加えてつくられる ．

thalan 「するな ！」

非定形動詞 （non-finite verb ） は， いずれも ， 路線

に接尾辞を付加してつくられる . H訪問の非定形の額実質

とその接尾辞l弘次のとおりである．

a ）不定潤： －mik～－nik(/n_) （例 ： thasmik 「llH

〈」）

b ） 動名詞

i ) -im, -am(/Cー）～－m (/Vー）（例： yunim 「歩

くこと」）

ii ） 誇根＋－mu~nu(/nー）（例 ： kr油mu 「泣
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くこと」， Jannu 「する こ と」）

シャノレマは， i のffiJJ名詞］診を，例文中にしか示してお

らず，不定洞のunとしているようである． ベイリー

によれば， i は，“可能”（文{Ylj 12）， “iriffi”（：文例 14)

などの“法性” 8i!J飼と複合的に使用される場合に， ii 

は，特に， 主格（＝絶対絡｝の場合に使用されると記し

ているが，シャ Jレマの用例中では， 両者は区別されて

いない． 次に， i の例を追加しておく．

kin-dwakc yuni旦 ma・hanin. （あなたの〔lji ・

属〕ー奪絡歩行動名〕否定ーできる〔 2 lji ・ 未〕）《敬

語体〉「あなたはお歩きになれないでしょう」（動

作主は，奪絡で原示されることがあるが，シャル

マは，それに受動的意味があるとしている）

c ） 分間

i ）現在分間 ：・o, -do (/nー）｛例 ： sio 「死ぬ」，

wado 「笑う ， 笑いながら」〔wa－←wan－〕）

ii ）過去分間／受動分詞 ： 鰭根＋ぷt～・s u {si, 

ci｝＋ー）

charsit 「乾かした， 乾かされたJ

resit 「売った，%られた」（re－←ren-)

husis 「悦んだ，読まれたJ

iii）接続分詞 ： ①路線Z，② －s(/{si, ci} ＋ー）

tUIJ tUIJ 「飲んで（飲み終わって）」

yocis 「遊んで（遊び終わって）」

分詞形が｛也の動問を修飾する場合，現在分間は“同

時刻j作”を，接続分詞は“継起”を表わす．

zao zao bio. （食べる〔現分〕＝ 行〈 〔 3 lj！. ・過〕）《普

通体》「彼は食べながら行ったJ

hasal h:iJaIJ ba ba tosii'i. （速くここに来る

〔按分〕. Eli る〔命令〕）《敬au体》「述〈こ こへ来てお

座りなさい」

10）回l 初 日lj飼は，“時間”（例 ： sada 「いつ

もJ, huna 「今」）， “主主1m”（例： oms 「下にJ , thwa 

「上に」）， “総態”（例： zabna 「突然j, suruci 「的か

にj ） ， “tMil" （例 ： halam 「たぶん」），“数iら程度”

（例 ： g:izab 吋肘itに， たくさん（の）」， gotoda 「少し

（の）」），“否定”（例 ： teraIJ 「決して～ない」） を表わ

す刷詞などに分類されている . j;ilj飼には，代名問符幹

に接尾古事を付加した派生形が多く合ぢ れる．

h:ijaIJ 「ここにJ, h:idaIJ 「そこに」， h:inaIJ 「あそ

こに」； h:iza 「これだけJ, h:ida 「それだけ」 ；

h:ije 「このようにJ, h:ide～h:ides 「そのようにJ

そのほかにも，さまざまな派生直lj詞がある．

ijab 「 1 回」 (i 「 1 」）， numsko 「後の方へ」

(nums 「後J}, cutkaIJS 「怖かに」（cutkaIJ 「静

かなJ)

数量 ・ 程度制初には，同時に形容詞として使用され

るものが多い．

11）助問類 助詞類は，否定苦手と“選択”の接続

助詞などを除けば， いずれも接尾静あるいはJltr接話

(proclitic）であるが， シャJレマは， 両者をはっきりと

区別していない．格幼詞，否定幼飼，疑問助調（いず

れも，上述）以外にも，

a ）媛絞幼飼 ： －rau～－u 「～て，～とJ, ai 「～とj,
-ma～・na (/nー）「～ならばJ, koe ... koe 「～か

～かJ , me ... me 「～も～も～ないJ,

b ）強制助問 ： le 「～も」，－i 「～だけ， ～も」， ta 

~ t a 「きっと」，

などがある．
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カニンガラ語 gongar kob6t，災 Kaningara

［名 称］ 自称の gongar kob6t は，現在では


